
本
連
合
会
は
七
月
十
二
日
、
東

京
・
市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
第
十

一
回
常
任
理
事
会
を
開
催
し
、
文

部
科
学
省
の
平
成
二
十
四
年
度
私

学
関
係
政
府
予
算
概
算
要
求
や
税

制
改
正
要
望
に
向
け
た
要
望
事
項

を
決
定
し
た
。
ま
た
、
東
日
本
大

震
災
以
降
、
全
国
の
私
立
中
学
高

校
等
か
ら
私
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基

金
を
通
じ
て
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金

の
納
入
状
況
が
報
告
さ
れ
、
被
災

校
・
被
災
生
徒
等
へ
の
義
援
金
の

贈
呈
方
法
を
最
終
決
定
し
た
。

こ
の
う
ち
文
科
省
の
来
年
度
予

算
概
算
要
求
に
関
し
て
は
、
①
私

立
高
校
等
の
経
常
費
助
成
費
等
に

対
す
る
補
助
の
拡
充
・
強
化
②
私

立
高
校
等
の
施
設
の
耐
震
化
に
対

す
る
国
公
立
学
校
と
同
等
の
支
援

の
実
施
③
私
立
高
校
等
の
施
設
・

設
備
の
拡
充
・
強
化
④
高
校
等
就

学
支
援
金
制
度
の
改
善
⑤
東
日
本

大
震
災
等
に
よ
る
被
災
私
立
高
校

等
へ
の
支
援
⑥
私
立
学
校
教
員
の

資
質
能
力
の
向
上
等
の
た
め
の
補

助
金
の
拡
充
・
強
化
の
六
点
を
要

望
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
税

制
改
正
に
関
し
て
は
、
各
私
学
団

体
の
要
望
が
一
本
化
さ
れ
、
全
私

学
連
合
と
し
て
提
出
さ
れ
る
が
、

そ
の
中
で
は
新
た
に
寄
附
税
制
の

拡
充
等
を
要
望
す
る
予
定
。（
４

面
に
詳
細
）

義
援
金
の
取
り
扱
い
に
関
し
て

は
、
常
任
理
事
会
を
私
学
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
基
金
の
理
事
会
に
切
り
替

え
て
協
議
し
、
災
害
見
舞
金
等
の

配
分
・
贈
呈
等
に
関
す
る
内
規
を

決
定
し
た
。
私
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

基
金
に
寄
せ
ら
れ
た
東
日
本
大
震

災
被
災
校
等
へ
の
義
援
金
は
七
月

八
日
現
在
で
約
一
億
九
千
万
円
に

上
っ
た
。

内
規
に
よ
り
被
災
県
に
指
定
さ

れ
た
青
森
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
、

茨
城
、
千
葉
の
六
県
の
私
立
中
学

高
校
被
災
校
に
は
同
義
援
金
か
ら

被
害
状
況
に
応
じ
て
十
万
～
三
百

万
円
を
贈
呈
、
被
災
生
徒
等
に
関

し
て
は
、
死
亡
者
に
弔
慰
金
を
、

保
護
者
が
死
亡
し
た
生
徒
に
は
修

学
支
援
金
を
、
居
宅
を
失
く
し
た

生
徒
に
は
見
舞
金
を
、
学
校
に
通

え
ず
転
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
生

徒
に
は
特
別
支
援
金
を
贈
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
た
。（
２
面
・
３
面

に
詳
細
）

そ
の
後
、
教
育
制
度
委
員
会
の

實
吉
幹
夫
委
員
長
が
、
公
立
中
高

一
貫
教
育
校
の
入
学
者
選
抜
に
お

け
る
学
力
検
査
の
取
り
扱
い
等
を

審
議
し
て
い
た
中
教
審
の
作
業
部

会
が
「
主
な
意
見
等
の
整
理
」
を

ま
と
め
た
が
、
本
連
合
会
の
意
見

提
出
に
よ
っ
て
当
初
の
案
よ
り
私

学
に
配
慮
し
た
内
容
と
な
っ
た
こ

と
な
ど
を
報
告
し
た
。

政
府
の
平
成
二
十
三
年
度
第
二

次
補
正
予
算
が
七
月
二
十
五
日
に

参
議
院
本
会
議
で
可
決
・
成
立
し

た
。
総
額
で
一
兆
九
千
九
百
八
十

八
億
円
。
う
ち
文
部
科
学
省
関
係

事
業
は
、
原
子
力
被
災
者
・
子
ど

も
健
康
基
金
事
業
分
を
含
め
一
千

四
百
九
十
三
億
円
の
規
模
。
①
福

島
県
及
び
全
国
に
お
け
る
環
境
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
強
化
②
福
島
県
外

も
含
め
た
校
庭
等
の
放
射
線
低
減

事
業
等
が
柱
。
前
者
は
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
放
射
線
監
視
シ
ス
テ
ム
の

構
築
、
可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
等
の
設
置
、
個
人
用
積
算
線

量
計
貸
与
事
業
等
。
後
者
は
、
毎

時
一
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上

の
放
射
線
量
の
公
私
立
学
校
約
四

百
校
に
関
し
て
、
国
が
学
校
の
設

置
者
に
財
政
支
援
し
て
校
庭
の
表

土
を
削
り
取
る
な
ど
し
て
放
射
線

量
を
低
減
さ
せ
る
事
業
。
幼
稚
園

か
ら
高
校
等
が
対
象
。
災
害
復
旧

事
業
の
枠
組
み
の
た
め
、
私
立
学

校
に
関
し
て
は
原
則
二
分
の
一
補

助
だ
が
、
経
常
費
補
助
等
を
使
い

別
途
追
加
財
政
支
援
も
行
う
。

菅
総
理
の
進
退
問
題
な
ど
か

ら
、
平
成
二
十
四
年
度
政
府
予
算

に
対
す
る
各
府
省
の
概
算
要
求
は

例
年
よ
り
一
カ
月
遅
れ
て
九
月
末

と
な
っ
た
。
概
算
要
求
基
準
は
九

月
中
旬
に
閣
議
決
定
の
見
通
し

で
、
八
月
二
十
三
日
に
暫
定
的
な

作
業
手
順
が
示
さ
れ
た
。
予
算
を

重
点
的
に
配
分
す
べ
き
分
野
は
予

算
編
成
の
過
程
で
検
討
さ
れ
る
。

公
共
事
業
関
係
費
や
私
学
助
成
予

算
等
を
含
む
裁
量
的
経
費
等
は
前

年
度
比
一
〇
％
減
の
要
求
基
準
。

た
だ
し
要
望
は
削
減
額
の
一
・
五

倍
の
範
囲
内
ま
で
可
能
。
高
校
無

償
化
は
所
要
額
の
要
求
と
な
る
。

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
発
行

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
四
丁
目
二
番
二
五
号

（
私
学
会
館
内
）
郵
便
番
号
一
〇
二
�
〇
〇
七
三

電
話

〇
三
（
三
二
六
二
）
二
八
二
八
・
一
六
一
五

購
読
料
は
一
年
で
三
千
円
（
会
費
に
含
め
て
徴
収
）

主主なな内内容容
被
災
校
・
被
災
生
徒
に
義
援
金
…
２
・
３
面

中
高
一
貫
教
育
等
で
意
見
提
出
…
…
…
５
面

関
連
団
体
の
動
向
…
…
…
…
…
…
６
・
７
面

日
私
教
研
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
８
面

平
成
２４
年
度
私
学

関
係
政
府
予
算

概
算
要
求
へ

の

要
望
決
定

第 １１ 回
常任理事会

経
常
費
助
成
費
等
補
助
拡
充
・
強
化
等

６
点
を
要
望

義
援
金
贈
呈
方
法
も
決
定

概
算
要
求
は
９
月
末
に

平
成
２３
年
度
第
二
次
補
正
予
算
決
ま
る
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三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
で
は
多
く
の
私
立
学
校

が
被
災
、
ま
た
、
そ
の
児
童
・
生

徒
、
保
護
者
に
も
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
。

本
連
合
会
で
は
、
三
月
十
五
日

に
予
定
し
て
い
た
理
事
会
評
議
員

会
合
同
会
議
開
催
を
、
頻
発
す
る

余
震
や
交
通
事
情
悪
化
等
の
影
響

か
ら
見
送
っ
た
が
、
四
月
十
九
日

に
は
常
任
理
事
会
を
開
催
。
大
震

災
対
策
を
協
議
し
た
。
こ
の
会
議

に
は
混
乱
の
続
く
宮
城
県
か
ら
松

良
千
廣
・
県
私
立
中
高
連
会
長
が

出
席
、
私
立
学
校
等
の
被
災
状
況

の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

常
任
理
事
会
の
中
で
「
私
学
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
」
の
理
事
会
を

開
催
、
大
震
災
で
未
曽
有
の
被
害

が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
従
来

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
と
は
別
に

新
た
に
義
援
金
を
募
り
、
両
資
金

を
財
源
と
し
て
、
特
に
被
害
の
大

き
か
っ
た
青
森
、
岩
手
、
宮
城
、

福
島
、
茨
城
、
千
葉
の
六
県
の
私

学
関
係
者
に
災
害
見
舞
金
を
贈
る

こ
と
、
そ
の
他
の
地
域
の
被
災
校

に
つ
い
て
は
、
私
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
基
金
か
ら
従
来
の
方
式
で
見
舞

金
を
贈
る
方
針
を
確
認
し
た
。

各
都
道
府
県
私
学
協
会
を
通
じ

て
全
国
の
私
立
中
学
高
校
に
呼
び

か
け
ら
れ
た
募
金
の
要
請
は
、
表

１
の
通
り
、
八
月
三
十
一
日
現
在

で
二
億
円
近
い
（
一
億
九
千
二
百

十
七
万
六
千
百
七
十
七
円
）
義
援

金
と
な
っ
た
。
義
援
金
を
拠
出
い

た
だ
い
た
学
校
は
七
百
六
十
二
校

（
※
中
高
併
設
校
は
一
校
扱
い
）

を
数
え
、
そ
の
ほ
か
私
学
協
会
、

日
私
学
保
連
な
ど
十
六
件
の
義
援

金
が
寄
せ
ら
れ
た
。

一
方
、
表
２
は
、
本
連
合
会
が

六
月
十
三
日
の
時
点
で
、
県
私
学

協
会
を
通
じ
て
調
査
・
回
答
を
依

頼
し
た
被
害
状
況
調
査
の
集
計
結

果
。
青
森
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
、

茨
城
、
千
葉
の
六
県
の
私
立
中
学

高
校
の
「
建
物
」「
建
物
以
外
」

「
施
設
や
設
備
以
外
」
の
被
災
校

は
百
二
十
四
校
、
被
害
額
は
百
六

十
七
億
九
千
九
百
七
十
六
万
円
に

も
上
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
の
中
で
も
被
害
額
が
最
も
大

き
か
っ
た
の
は
宮
城
県
で
約
七
十

億
二
千
五
百
万
円
。
次
い
で
福
島

県
、
茨
城
県
が
そ
れ
ぞ
れ
約
四
十

一
億
円
だ
っ
た
。
震
源
地
か
ら
離

れ
た
千
葉
県
で
も
液
状
化
現
象
な

ど
か
ら
十
三
億
円
強
の
被
害

（
額
）
が
生
じ
た
。

ま
た
福
島
県
は
今
な
お
原
発
の

放
射
能
漏
れ
事
故
に
よ
る
被
害
に

苦
し
め
ら
れ
て
い
る
。

表１ 東日本大震災義援金納入状況
〔平成２３年８月３１日現在〕

都道府県名 義援金（円） 学校（数）その他（件） 備 考
１北海道 １，５６２，７６２ １１
２青 森 ３００，０００ １
３岩 手
４宮 城
５秋 田 �
６山 形 �
７福 島
８新 潟 ２，００４，３４０ １８
９茨 城
１０栃 木 １，０００，０００ １
１１群 馬 ２，４７２，５５３ １２
１２埼 玉 １，１２７，３４４ ８
１３千 葉 ３，０８５，３７９ ２８
１４神奈川 ８，５２１，６２７ ５１
１５東 京 ５４，１０１，２４１ １４３ ２
１６富 山 ２７７，１６５ ５
１７石 川 １，０００，０００ １
１８福 井 ３００，０００ ６
１９山 梨 ４０７，２４７ ５
２０長 野 １１８，６７２ ２ １
２１岐 阜 ５７６，４２３ １６
２２静 岡 ９，７９７，５０１ ４３
２３愛 知 ２３，６９９，０２８ ４３
２４三 重 ３０９，６０２ ３
２５滋 賀 １，３９２，４３０ ９
２６京 都 ７，１６２，８００ ３９
２７大 阪 ２８，９０４，９３０ １０２
２８兵 庫 ３０，３３９，２９６ ５２ １
２９奈 良 ６５８，５００ ５
３０和歌山 １，３６８，７１０ １０ １
３１鳥 取 １００，０００ １
３２島 根 ３３０，５００ ８
３３岡 山 ７８２，４９４ １４ １
３４広 島 １，７８１，４８７ １４
３５山 口 ６６３，０７１ ８
３６徳 島 １００，０００ ３
３７香 川 １４４，９００ １０
３８愛 媛 ３００，０００ １７
３９高 知 ６１７，１００ ７
４０福 岡 １，５００，０００ ２
４１佐 賀 �
４２長 崎 ８１２，８５２ ９
４３熊 本 ７００，０００ ２１
４４大 分 ４２０，０００ １４
４５宮 崎 ２３９，２７４ ４
４６鹿児島 １，９４１，７０９ １７
４７沖 縄 １００，０００ ５
小 計 １９１，０２０，９３７ ７６２ １２（４０都道府県）
全 国 １，１５５，２４０ ４・日私学保連外
計 １９２，１７６，１７７ ７６２ １６
注）①中高併設校は１校扱い
②その他は、私学協会（一部保護者会含）等

表２ 東日本大震災 私立中学高等学校施設被災状況調査結果
２０１１．６．１３現在

№ 県名

物的被害の状況

建物の被災 建物以外の被災 施設や設備
以外の被災 計 構成

比
（％）学校数 被災額（千円）学校数 被災額（千円）学校数 被災額（千円）学校数 被災額（千円）

１ 青森県 ５ ８３，９８３ １ １７０ ６ ８４，１５３ ０．５

２ 岩手県 ８ ７０，９５６ ３ ３，５５０ ２ ９７０ ９ ７５，４７６ ０．４

３ 宮城県 １９ ６，６０６，８５７ １５ ４０４，６６６ ６ １３，７３２ １９ ７，０２５，２５５４１．８

４ 福島県 １８ ４，０２０，９５２ １６ １０７，４３９ ５ ７，７５１ １９ ４，１３６，１４２２４．６

５ 茨城県 ２８ ３，９７２，４４０ ２２ １７０，７６９ ２ ８４９ ２８ ４，１４４，０５８２４．７

６ 千葉県 ３５ １５８，５４０ １４ １，１７５，９１４ ４ ２２２ ４３ １，３３４，６７６ ７．９

計 １１３ １４，９１３，７２８ ７１ １，８６２，５０８ １９ ２３，５２４ １２４ １６，７９９，７６０ �
１．物的被害は、①学校建物（校舎、図書館、講堂、体育施設、事務棟、食堂等）②工作物（塀、
フェンス、水泳プール、バックネット等）③土地④設備（校具、教材、机、椅子、授業に用
いる諸機械、図書）⑤その他 に大別して記入。
２．学校数は中高併設校は１校扱い。被災したものの被害額の報告のない場合は除いている。
３．千葉県の被災額は、見積最高額の数値（１校）で合計している。

私
学
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
基
金

東東
日日
本本
大大
震震
災災
義義
援援
金金
１１．．９９
億億
円円
超超
にに

宮
城
な
ど

６
県
で

私
立
中
高
物
的
被
災
額
１６８
億
円
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本
連
合
会
は
、
災
害
見
舞
金
等

の
配
分
・
贈
呈
等
に
関
し
て
は
、七

月
十
二
日
の
常
任
理
事
会
で
「
内

規
」
を
決
定
し
、実
施
し
た
。表
３

の
と
お
り
、
被
害
額
の
申
告
の
あ

っ
た
六
県
の
被
災
中
学
高
校
百
十

九
校
を
対
象
に
災
害
見
舞
金
を
贈

っ
た
。
県
別
の
災
害
見
舞
金
の
贈

呈
状
況
は
表
の
と
お
り
。
最
高
額

の
三
百
万
円
は
被
害
額
五
億
円
以

上
の
学
校
に
、
と
い
っ
た
よ
う
に

被
害
額
に
応
じ
て
災
害
見
舞
金
の

額
が
決
ま
っ
て
い
る
。
十
万
円
は

被
害
額
五
百
万
円
未
満
、
三
百
万

円
以
上
の
学
校
が
対
象
。
そ
の
た

め
、百
十
九
校
に
は
災
害
見
舞

金
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
学

校
も
あ
り
、
災
害
見
舞
金
贈
呈

校
は
全
体
で
八
十
四
校
で
あ
っ

た
。
一
方
、
表
４
は
、
私
立
中

学
高
校
の
生
徒
に
対
す
る
見
舞

金
等
で
、「
弔
慰
金
」
は
死
亡

し
た
生
徒
・
教
職
員
に
、「
修

学
支
援
金
」
は
保
護
者
を
亡
く

し
た
生
徒
に
、「
見
舞
金
」
は

居
宅
を
失
く
し
た
生
徒
に
、「
特

別
支
援
金
」
は
、
他
の
都
道
府

県
あ
る
い
は
自
県
内
の
他
の
地

域
に
居
を
移
し
、
転
校
（
国
内

留
学
、
事
実
上
の
就
学
を
含
む
）

し
た
生
徒
に
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ

た
。「
弔
慰
金
」「
修
学
支
援
金
」

は
三
〇
万
円
、「
見
舞
金
」「
特

別
支
援
金
」
は
一
〇
万
円
で
、

公
立
中
高
出
身
者
は
各
々
半
額

を
支
給
し
た
。

表３ 東日本大震災 被災６県災害見舞金一覧（学校関係）
中高連 ２３．８．３１

№ 県名
被災
学校
数

被災額計
（千円） 内規５の③に基づく災害見舞金額別贈呈校数（内訳）

災害見
舞金計
（万円）

１ 青森県 ５ ８４，１５３２０万円（２校）、３０万円（１校）、５０万円（１校）計４校 １２０
２ 岩手県 ９ ７５，４７６１０万円（２校）、２０万円（２校）、３０万円（３校）計７校 １５０

３ 宮城県 １９ ７，０２５，２５５
２０万円（１校）、３０万円（５校）、４０万円（３校）、５０万
円（１校）、８０万円（３校）、１００万円（４校）、３００万円（２
校） 計１９校

１，５８０

４ 福島県 １９ ４，１３６，１４２
１０万円（１校）、２０万円（３校）、３０万円（１校）、４０万
円（４校）、５０万円（１校）、８０万円（１校）、１００万円（２
校）、３００万円（２校） 計１５校

１，１９０

５ 茨城県 ２８ ４，１４４，０５８２０万円（４校）、３０万円（９校）、４０万円（２校）、５０万円（２校）、１００万円（２校）、３００万円（４校） 計２３校 １，９３０

６ 千葉県 ３９ １，３３４，６７６
１０万円（８校）、２０万円（１校）、３０万円（３校）、４０万
円（１校）、８０万円（１校）、１００万円（１校）、３００万円（１
校） 計１６校

７１０

計 １１９ １６，７９９，７６０
１０万円（１１校）、２０万円（１３校）、３０万円（２２校）、４０万
円（１０校）、５０万円（５校）、８０万円（５校）、１００万円（９
校）、３００万円（９校） 計８４校

５，６８０

注：被災学校数は中高併設校は１校扱い。被災したものの被害額の報告のない場合は除いている。

表４ 東日本大震災 都道府県別災害見舞金一覧（生徒関係）
中高連 ２３．８．３１現在

都道府
県名

内規６① 弔慰金 内規６② 修学支援金 内規６③ 見舞金 内規６④ 特別支援金 見舞金等支給者
（内規６①～④）〔実数〕 支給期日

（振込）
校数 生徒数 金額 校数 生徒数 金額 校数 生徒数 金額 校数 生徒数 金額 校数 生徒数 見舞金等合計額

青 森 ２ ２（１） ４５０，０００ ５ ２２（７） １，８５０，０００ ６ ２３（８） ２，３００，０００ ７／２２

岩 手 ８ １２（２） ３，３００，０００ １１７９（２３） ６，７５０，０００ ６ ８（８） ４００，０００ １１８５（２５） １０，４５０，０００ ７／２２

宮 城 ３ ８ ２，４００，０００ １１ ３１（６） ８，７００，０００ ２０ ９０１
（２５２） ７７，５００，０００ ５ ６（３） ４５０，０００ ２０ ９３５

（２５９） ８９，０５０，０００ ８／３０

山 形 ６ １１（８） ７００，０００ ４ ５（４） ３００，０００ ６ １２（９） １，０００，０００ ７／２２

福 島 １ ２ ６００，０００ ４ ４（１） １，３５０，０００ １６ １８３
（５９） １５，３５０，０００ ６４９（１０） ４，４００，０００ １６ ２１７

（６２） ２１，７００，０００ ７／２５

新 潟 ２ ２（２） １００，０００ ２ ２（２） １００，０００ ２ ２（２） ２００，０００ ７／２２

茨 城 １８ １１７
（１７） １０，８５０，０００ ２ ６（４） ４００，０００ １８ １２０

（１８） １１，２５０，０００７／２６ ８／３０

栃 木 ２ ２（２） １００，０００ ２ ３（２） ２００，０００ ２ ３（２） ３００，０００ ７／２２

群 馬 １ ２（１） １５０，０００ １ １（１） ５０，０００ １ ３（２） ２００，０００ ８／８

千 葉 ８ １７（５） １，４５０，０００ ２ ２（２） １００，０００ ９ １９（７） １，５５０，０００ ７／２２

神奈川 ２ ４（１） ３５０，０００ ２ ４（１） ３５０，０００ ８／３０

東 京 ６ ９（６） ６００，０００ ９ １３（９） ８５０，０００ １０１５（１０） １，４５０，０００ ７／２２

石 川 ２ ３（２） ２００，０００ ２ ３（２） ２００，０００ ２ ３（２） ４００，０００ ７／２６

山 梨 ２１５（１４） ８００，０００ １１７（１７） ８５０，０００ ２１８（１７） １，６５０，０００ ８／１１

岐 阜 １ １ １００，０００ １ １ １００，０００ ７／２０

愛 知 １ １（１） ５０，０００ ２ ２（１） １５０，０００ ２ ２（１） ２００，０００ ７／２２

京 都 １ １（１） ５０，０００ １ １（１） ５０，０００ １ １（１） １００，０００ ７／２２

大 阪 １ ２ ２００，０００ １ ２ ２００，０００ ７／２０

兵 庫 ２ ３ ３００，０００ ２ ３ ３００，０００ ７／２０

福 岡 ２ ２ ２００，０００ ２ ２ ２００，０００ ７／２０

佐 賀 １ １ １００，０００ １ １ １００，０００ ７／２２

鹿児島 １ １５（４） １，３００，０００ １ １５（４） １，３００，０００ ８／１９

沖 縄 １ ３（１） ２５０，０００ １ ３（１） ２５０，０００ ７／２２

計 ４ １０ ３，０００，０００ ２５４９（１０） １３，８００，０００ １０２１，３８０（４０４） １１７，８００，０００ ５５ １３４
（６８） １０，０００，０００ １１９１，４８９（４３１） １４４，６００，０００

注：１．（ ）は公立出身者（半額支給）で、内数である。２．６①の内、教職員の死亡は、福島県に１名である。３．６②の内、両親をともに亡くした生徒は、宮城県に
２名（内１名公立出身）、福島県に１名である。

災

害

見
舞
金

８４
校
に
５，６８０
万
円
贈
呈

被
災
生
徒
１，４８９
人
に
１．４
億
円
贈
る
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本
連
合
会
は
、
七
月
十
二
日
の

常
任
理
事
会
で
平
成
二
十
四
年
度

私
立
高
等
学
校
等
関
係
政
府
予
算

に
関
す
る
要
望
を
ま
と
め
た
。

我
が
国
の
学
校
教
育
の
健
全
な

発
展
を
図
る
た
め
に
は
、
学
校
が

子
ど
も
た
ち
の
意
思
と
能
力
に
応

じ
た
質
の
高
い
教
育
を
提
供
す
る

こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
と
指
摘
し

た
上
で
、
平
成
二
十
四
年
度
政
府

予
算
案
編
成
に
当
た
っ
て
は
六
項

目
の
実
施
を
要
望
し
て
い
る
。

第
一
の
要
望
は
、「
私
立
高
等

学
校
等
の
経
常
費
助
成
費
等
に
対

す
る
補
助
の
拡
充
・
強
化
」。

将
来
を
担
う
優
秀
な
人
材
の
養

成
の
一
翼
を
担
う
私
立
学
校
が
、

今
後
と
も
、
新
し
い
教
育
、
よ
り

良
い
教
育
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
費
用
が
必
要
だ
が
、
公
立
学
校

が
高
校
ま
で
無
償
化
と
な
っ
た
中

で
、
私
立
学
校
が
授
業
料
等
の
改

訂
を
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
一
層

の
公
的
支
援
が
必
要
な
こ
と
を
指

摘
、
同
補
助
金
の
一
般
補
助
分
中

に
私
立
学
校
の
運
営
基
盤
強
化
に

充
て
る
た
め
の
支
援
経
費
を
、
ま

た
各
分
野
を
担
う
人
材
の
育
成
に

地
道
に
取
り
組
む
教
育
の
展
開
を

支
援
す
る
経
費
を
特
別
補
助
分
に

計
上
す
る
な
ど
高
等
学
校
等
経
常

費
助
成
費
等
補
助
の
拡
充
を
要
望

し
て
い
る
。

二
番
目
の
要
望
は
、「
私
立
高

等
学
校
等
施
設
の
耐
震
化
に
対
す

る
国
公
立
学
校
と
同
等
の
支
援
の

実
施
」。国
の
国
民
の
安
全
を
守
る

基
本
的
責
任
か
ら
、
私
立
学
校
に

対
す
る
国
の
支
援
も
国
公
立
学
校

と
同
水
準
が
当
然
と
し
、
補
助
率

の
引
き
上
げ
、
改
築
を
含
む
補
助

対
象
の
拡
大
等
を
求
め
て
い
る
。

三
番
目
は
「
私
立
高
等
学
校
等

の
施
設
・
設
備
の
拡
充
・
強
化
」

で
、
教
育
施
設
の
高
機
能
化
、
防

災
機
能
強
化
、
Ｉ
Ｔ
教
育
設
備
の

充
実
等
に
つ
い
て
ハ
ー
ド
、
ソ
フ

ト
両
面
の
支
援
、
国
公
立
学
校
と

同
等
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
補

助
金
の
拡
充
強
化
を
求
め
て
い

る
。四

番
目
は
、「
高
等
学
校
等
就

学
支
援
金
制
度
の
改
善
」
で
、
公

私
間
格
差
是
正
等
の
た
め
就
学
支

援
金
額
の
増
額
や
割
増
支
給
対
象

者
の
所
得
制
限
の
引
き
上
げ
な
ど

を
要
望
。

五
番
目
は
「
東
日
本
大
震
災
等

に
よ
る
被
災
私
立
高
等
学
校
等
へ

の
支
援
」
で
、
私
立
学
校
へ
の
支

援
措
置
が
国
公
立
学
校
と
同
等
と

な
る
よ
う
要
望
、
ま
た
、
原
発
事

故
等
で
予
想
さ
れ
る
生
徒
数
の
減

少
に
対
し
て
は
、
現
行
の
「
過
疎

高
校
特
別
経
費
」
制
度
に
倣
い
、

想
定
数
以
上
の
生
徒
減
少
に
は
減

少
補
て
ん
的
な
支
援
制
度
の
創
設

を
要
望
し
て
い
る
。

六
番
目
は
、「
私
立
学
校
教
員

の
資
質
能
力
の
向
上
等
の
た
め
の

補
助
金
の
拡
充
・
強
化
」。

本
連
合
会
は
、
八
月
十
日
、
日

本
私
立
大
学
団
体
連
合
会
副
会
長

の
納
谷
廣
美
・
明
治
大
学
長
と
と

も
に
、
文
部
科
学
省
の
平
成
二
十

四
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
意
見

聴
取
に
出
席
、
最
重
点
事
項
と
し

て
五
項
目
の
実
施
を
要
望
し
た
。

最
重
点
事
項
の
一
つ
目
は
「
学

校
法
人
等
に
対
す
る
東
日
本
大
震

災
関
連
寄
附
に
係
る
寄
附
金
控
除

の
拡
充
」。
学
校
法
人
等
が
行
う

被
災
者
支
援
活
動
に
対
す
る
個
人

・
法
人
か
ら
の
寄
附
金
と
、
日
本

私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
を

通
じ
て
行
う
学
校
法
人
等
の
建
物

等
の
災
害
復
旧
及
び
被
災
者
支
援

活
動
に
対
す
る
個
人
・
団
体
か
ら

の
寄
附
金
を
、
東
日
本
大
震
災
国

税
関
係
臨
時
特
例
法
の
「
災
害
関

連
寄
附
金
」
と
指
定
、
個
人
か
ら

の
寄
附
で
は
所
得
控
除
の
上
限
拡

大
、
法
人
か
ら
の
寄
附
で
は
損
金

算
入
限
度
枠
拡
大
を
要
望
し
た
も

の
。
ま
た
、後
者
は
、被
災
し
て
自

ら
募
金
活
動
が
困
難
な
学
校
法
人

が
私
学
事
業
団
を
通
じ
る
こ
と
で

私
立
学
校
施
設
の
復
旧
事
業
や
被

災
者
支
援
活
動
に
対
す
る
個
人
か

ら
の
寄
附
金
が
幅
広
く
受
け
入
れ

ら
れ
る
、と
い
う
も
の
。加
え
て
個

人
か
ら
の
寄
附
金
に
関
し
て
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
と
同
様
に
税
額
控

除
制
度
の
導
入
を
求
め
て
い
る
。

二
つ
目
は
「
教
育
費
に
係
る
経

済
的
負
担
軽
減
の
た
め
の
措
置
の

創
設
」。
教
育
費
の
所
得
控
除
制

度
の
創
設
、
扶
養
控
除
の
見
直
し

に
よ
る
家
庭
の
教
育
費
負
担
軽

減
、
社
会
人
学
生
の
教
育
費
に
係

る
所
得
控
除
制
度
の
創
設
、
教
育

費
の
相
続
税
、
贈
与
税
に
係
る
税

額
控
除
制
度
の
創
設
を
要
望
。

三
つ
目
は
「
学
校
法
人
に
対
す

る
寄
附
促
進
の
た
め
の
措
置
の
拡

大
」。
控
除
限
度
額
の
上
限
を
超

え
た
寄
附
金
の
繰
り
越
し
控
除
、

寄
附
金
控
除
の
年
末
調
整
化
な
ど

手
続
き
の
改
善
、
学
校
法
人
の
明

白
な
公
共
性
に
鑑
み
、
寄
附
金
税

額
控
除
認
定
要
件
の
撤
廃
と
所
得

控
除
限
度
額
拡
大
等
を
要
望
。

四
つ
目
は
本
連
合
会
提
出
の
要

望
で
「
都
道
府
県
私
立
学
校
退
職

金
団
体
の
退
職
金
事
業
に
係
る
利

子
等
の
非
課
税
措
置
」。都
道
府
県

私
立
学
校
退
職
金
団
体
が
、
一
般

社
団
法
人
ま
た
は
一
般
財
団
法
人

に
移
行
し
た
場
合
に
、
特
定
退
職

金
共
済
団
体
に
準
じ
、
従
前
通
り

利
子
等
の
非
課
税
措
置
の
維
持
を

求
め
た
も
の
。

五
つ
目
は
「
消
費
税
に
対
す
る

優
遇
措
置
」。
そ
の
ほ
か
、
重
点

要
望
事
項
と
し
て
「
学
校
法
人
に

対
す
る
現
行
優
遇
税
制
措
置
の
維

持
・
拡
充
」
を
要
望
し
た
。

平平

成成

２２４４
年年
度度

私私
立立
高高
校校
等等
関関
係係
政政
府府
予予
算算
へへ

のの

要要
望望

経
常
費
補
助
の
拡
充
・
強
化

平平
成成
２２４４
年年
度度
税税
制制
改改
正正
でで
要要
望望

東
日
本
大
震
災

関
連
寄
附
に
係
る

寄
附
金
控
除
の
拡
充

私
学
退
職
金
団
体

退
職
金
事
業
の

利
子
等
の
非
課
税
措
置
の
維
持
を
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本
連
合
会
は
八
月
十
日
、
文
部

科
学
省
の
初
等
中
等
教
育
企
画
課

教
育
制
度
改
革
室
に
意
見
を
提
出

し
た
。
中
央
教
育
審
議
会
初
等
中

等
教
育
分
科
会
の
「
学
校
段
階
間

の
連
携
・
接
続
等
に
関
す
る
作
業

部
会
」
が
七
月
に
ま
と
め
た
『
中

高
一
貫
教
育
制
度
に
関
す
る
主
な

意
見
等
の
整
理
』
に
対
し
て
意
見

を
述
べ
た
も
の
。『
意
見
等
の
整

理
』
の
ま
と
め
に
際
し
て
は
、
全

国
八
割
以
上
の
公
立
中
高
一
貫
校

で
行
わ
れ
て
い
る
適
性
検
査
の
実

態
や
、
公
立
中
高
一
貫
教
育
校
で

の
学
力
検
査
解
禁
の
是
非
が
争
点

と
な
っ
た
。

意
見
の
中
で
本
連
合
会
は
、
現

行
の
中
高
一
貫
教
育
制
度
創
設
時

に
衆
参
両
院
の
委
員
会
で
行
わ
れ

た
決
議
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、
文

部
科
学
省
令
で
あ
る
学
校
教
育
法

施
行
規
則
第
百
十
条
等
に
公
立
中

高
一
貫
教
育
校
で
は
学
力
検
査
は

行
わ
な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い

な
が
ら
、「
多
く
の
都
府
県
で
適

性
検
査
と
称
す
る
選
抜
方
法
が
申

し
合
わ
せ
た
よ
う
に
導
入
さ
れ
、

『
意
見
等
の
整
理
』
で
は
、
こ
れ

が
法
令
上
の
学
力
検
査
に
該
当
し

な
い
こ
と
に
つ
い
て
意
見
が
縷
々

述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
全
て
が
後

づ
け
の
弁
明
（
詭
弁
）
に
過
ぎ
な

い
」
と
指
摘
。
ま
た
、「
発
足
十

年
余
を
経
た
現
行
制
度
の
現
状
を

十
分
に
検
証
し
、
制
度
創
設
の
目

的
を
ど
の
程
度
達
成
で
き
た
の

か
、
あ
る
い
は
出
来
な
か
っ
た
に

つ
い
て
検
討
し
た
上
で
、
今
後
、

公
立
中
高
一
貫
教
育
校
は
何
を
目

指
す
べ
き
な
の
か
に
つ
い
て
議
論

が
行
わ
れ
る
べ
き
だ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、『
意
見
等
の
整
理
』

で
は
こ
れ
ら
が
行
わ
れ
た
形
跡
が

な
い
ま
ま
、
学
力
検
査
の
導
入
の

是
非
論
や
学
力
検
査
の
あ
り
方
論

に
矮
小
化
し
て
い
る
の
は
極
め
て

不
自
然
、
不
十
分
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

加
え
て
、
こ
う
し
た
重
要
事
項

が
中
教
審
の
一
作
業
部
会
で
検
討

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、「
大

多
数
の
国
民
が
『
意
見
等
の
整
理
』

を
認
識
し
て
い
る
と
は
到
底
思
え

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
広
く
国

民
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ

く
と
い
う
手
法
は
、
今
風
に
い
え

ば
や
ら
せ
に
近
い
世
論
形
成
と
い

わ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
」
な
ど

と
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

本
連
合
会
は
、
七
月
二
十
九

日
、
中
央
教
育
審
議
会
が
今
年
一

月
三
十
一
日
に
ま
と
め
た
審
議
経

過
報
告
「
教
職
生
活
の
全
体
を
通

じ
た
教
員
の
資
質
能
力
の
総
合
的

な
向
上
方
策
に
つ
い
て
」
に
対
す

る
意
見
書
を
中
教
審
の
三
村
明
夫

会
長
あ
て
提
出
し
た
。
そ
の
中
で

本
連
合
会
は
、
採
用
後
の
現
職
教

員
の
養
成
・
研
修
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
現
行
制
度
の
検
証
と
学

校
現
場
の
実
態
を
十
分
に
踏
ま
え

て
、
教
員
職
制
、
学
校
種
、
学
校

設
置
者
ご
と
な
ど
、
き
め
細
か
く

論
点
を
整
理
し
明
示
す
べ
き
だ
と

主
張
し
て
き
た
が
、
審
議
経
過
報

告
で
は
議
論
の
深
ま
り
が
依
然
と

し
て
希
薄
と
指
摘
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
私
立
学
校
が
社
会

か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
多
様
な
教

育
提
供
、
多
様
な
人
材
育
成
の
た

め
に
は
、
現
行
の
大
学
に
お
け
る

教
員
養
成
と
開
放
制
を
基
本
的
に

維
持
す
べ
き
だ
と
し
、
さ
ら
に
、

現
行
免
許
状
の
細
分
化
案
（
経
過

報
告
で
は
、「
基
礎
」「
一
般
」「
専

門
」
の
３
等
級
化
を
検
討
事
項
に

あ
げ
て
い
る
）
に
つ
い
て
、
教
育

現
場
で
の
実
態
改
善
に
有
効
か
ど

う
か
の
説
明
が
不
足
し
て
い
る
と

指
摘
し
た
上
で
、
む
し
ろ
、
教
員

免
許
の
自
由
化
の
方
向
（
免
許
を

持
た
な
い
者
が
教
壇
に
立
つ
要
件

の
更
な
る
緩
和
）
も
検
討
す
べ
き

と
し
て
い
る
。

教
員
の
研
修
に
関
し
て
は
、
公

立
学
校
教
員
と
は
異
な
る
、
固
有

に
し
て
多
様
な
資
質
能
力
が
求
め

ら
れ
る
私
学
教
員
に
は
、
私
立
学

校
の
特
性
を
よ
り
発
揮
で
き
る
多

彩
な
研
修
会
が
実
施
で
き
る
よ
う

国
の
基
盤
整
備
と
、
教
員
養
成
の

修
士
レ
ベ
ル
化
と
関
連
し
、
現
職

教
員
に
中
長
期
研
修
を
さ
せ
る
場

合
の
私
立
学
校
教
員
へ
の
国
の
支

援
体
勢
の
明
示
を
求
め
て
い
る
。

ま
た
、
か
つ
て
散
見
さ
れ
た
教

育
政
策
の

朝
令
暮
改

が
教
育

の
現
場
に
及
ぼ
す
影
響
に
も
十
分

に
目
配
り
を
し
、
将
来
の
教
育
の

歴
史
の
検
証
に
堪
え
得
る
教
員
制

度
の
具
体
的
見
取
り
図
に
つ
い
て

も
明
示
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

中中

高高

一一

貫貫

教教
育育
制制
度度
のの
��
主主
なな
意意
見見
等等
のの
整整
理理
��にに

教教
員員
のの
資資
質質
能能
力力
向向
上上

方方
策策
のの
審審
議議
経経
過過
報報
告告
にに

適
性
検
査
と
称
す
る

選
抜
方
法
が
申
し
合

わ
せ
た
よ
う
に
導
入

学
力
検
査
導
入
の
是

非
論
や
学
力
検
査
の

あ
り
方
論
に
矮
小
化

私
学
の
特
性
発
揮
で

き
る
多
彩
な
研
修
会

へ
国
の
基
盤
整
備
を

教
員
制
度
の
具
体
的

見
取
り
図
に
つ
い
て

も
明
示
す
る
よ
う
に

日日
本本
私私
立立
中中
学学
高高
等等
学学
校校

連連
合合
会会
がが
意意
見見
書書
をを
提提
出出
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初
中
分
科
会
で
中
高

一
貫
教
育
問
題
議
論

文
部
科
学
省
は
八
月
四
日
、「
平

成
二
十
三
年
度
学
校
基
本
調
査
速

報
」
を
公
表
し
た
。
今
年
度
の
速

報
は
、
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大

震
災
に
よ
る
影
響
を
考
慮
し
て
、

岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
三
県
に
所

在
す
る
幼
、
小
・
中
・
高
校
、
中

等
教
育
学
校
、
特
別
支
援
学
校
、

専
修
・
各
種
学
校
に
つ
い
て
は
調

査
票
の
提
出
期
限
を
例
年
よ
り
約

四
カ
月
遅
ら
せ
十
月
末
と
し
た
た

め
、
今
回
の
速
報
に
数
値
は
反
映

し
て
い
な
い
。
宮
城
な
ど
三
県
の

数
値
を
含
め
た
確
定
値
（
報
告
書
）

は
来
年
二
月
に
公
表
の
予
定
。

今
年
度
の
速
報
を
み
る
と
、
私

立
高
校
（
全
日
制
・
定
時
制
）
の

生
徒
数
（
三
県
を
除
く
、
以
下
同

様
に
）
は
九
十
七
万
九
百
四
十

人
、
私
立
中
学
校
の
生
徒
数
は
二

十
五
万
二
千
三
百
四
十
六
人
、
私

立
中
等
教
育
学
校
の
生
徒
数
は
七

千
七
百
二
十
二
人
だ
っ
た
。
私
立

高
校
（
全
日
制
・
定
時
制
）
の
入

学
定
員
は
三
十
八
万
五
千
二
百
十

九
人
、
入
学
志
願
者
は
百
九
万
八

千
八
百
二
十
四
人
で
、
入
学
者
は

三
十
三
万
五
百
六
十
八
人
だ
っ

た
。
ま
た
高
卒
者
の
大
学
等
進
学

率
は
全
国
平
均
で
五
四
・
四
％

（
男
子
五
二
・
四
％
、
女
子
五
六

・
五
％
）。
た
だ
し
都
道
府
県
間

の
格
差
は
大
き
く
、
最
も
大
学
等

進
学
率
が
高
か
っ
た
の
は
京
都
府

で
六
六
・
一
％
、
最
も
低
い
沖
縄

県
は
三
六
・
七
％
で
約
三
〇
ポ
イ

ン
ト
も
の
開
き
が
見
ら
れ
た
。

中
学
校
の
卒
業
後
進
路
で
は
、

高
等
学
校
等
（
通
信
課
程
含
む
）

へ
の
進
学
率
が
前
年
度
比
〇
・
二

ポ
イ
ン
ト
増
の
九
八
・
二
％
と
な

っ
た
。

奈
良
県
私
立
中
学
高
等
学
校
連

合
会
と
奈
良
県
私
立
中
学
高
等
学

校
保
護
者
会
連
合
会
は
七
月
十
三

日
、
奈
良
市
の
県
文
化
会
館
で「
奈

良
県
私
学
振
興
大
会
」
を
開
催
し

た
。
私
立
中
学
高
校
関
係
者
や
保

護
者
ら
約
三
百
人
が
出
席
。
主
催

者
を
代
表
し
て
奈
良
県
中
高
連
の

藤
井
宣
夫
会
長
は
、
高
校
就
学
支

援
金
制
度
か
ら
県
内
の
公
私
間
格

差
、
近
畿
府
県
間
で
も
格
差
が
生

じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、格
差
是
正

の
た
め
、県
に
一
層
の
財
政
支
援

を
要
請
。
ま
た
、
私
学
関
係
者
は

教
育
の
質
の
充
実
・
向
上
を
目
指

し
て
努
力
し
て
い
く
決
意
を
新
た

に
し
た
。

保
護
者
連
の
吉
川
二
郎
会
長
は

授
業
料
負
担
の
公
私
間
格
差
是
正

等
の
た
め
、
県
に
私
学
助
成
へ
の

特
段
の
配
慮
を
要
請
し
た
。
続
い

て
、
私
学
教
育
功
労
者
表
彰
が
行

わ
れ
、
最
後
に
出
席
の
稲
山
一
八

奈
良
県
副
知
事
に
、
経
常
費
補
助

金
の
大
幅
増
額
等
を
願
う
決
議
文

が
手
渡
さ
れ
た
。

中
央
教
育
審
議
会
「
教
員
の
資

質
向
上
特
別
部
会
」
の
審
議
経
過

報
告
を
受
け
、
教
員
養
成
や
教
員

免
許
制
度
、
現
職
研
修
等
の
具
体

的
な
制
度
設
計
等
を
検
討
す
る

「
基
本
制
度
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」（
横
須
賀
薫
座
長
）
の
初
会
合

が
七
月
二
十
二
日
、
開
か
れ
た
。

初
会
合
で
は
文
部
科
学
省
が
作
成

し
た
「
教
職
生
活
の
全
体
を
通
じ

た
教
員
の
資
質
能
力
向
上
の
イ
メ

ー
ジ
例
」
を
基
に
委
員
が
独
自
に

論
点
を
出
し
合
い
、
今
後
の
議
論

の
進
め
方
等
を
話
し
合
っ
た
。
審

議
に
先
立
っ
て
同
省
か
ら
、「
審

議
経
過
報
告
で
示
さ
れ
た
今
後
検

討
が
必
要
な
論
点
」
や
「
教
員
に

求
め
ら
れ
る
資
質
能
力
に
関
す
る

考
え
方
（
た
た
き
台
）」と
い
っ
た

資
料
も
提
示
、
説
明
さ
れ
た
。

横
須
賀
座
長
は
、「
教
員
の
採
用

に
も
っ
と
光
を
当
て
る
べ
き
で
、

単
一
の
物
差
し
で
測
っ
て
お
り
、

多
様
な
人
材
の
確
保
が
必
ず
し
も

実
現
し
て
い
な
い
。
免
許
と
絡
ん

で
重
要
な
問
題
」
と
指
摘
し
た
。

中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教

育
分
科
会
（
分
科
会
長
�
小
川
正

人
・
放
送
大
学
教
養
学
部
教
授
）

は
、七
月
二
十
五
日
、文
部
科
学
省

内
で
会
合
を
開
き
、
同
分
科
会
の

作
業
部
会
が
先
に
ま
と
め
た
「
中

高
一
貫
教
育
制
度
に
関
す
る
主
な

意
見
等
の
整
理
」
の
概
要
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
、
審
議
を
行
っ

た
。
焦
点
は
公
立
中
高
一
貫
教
育

校
に
学
力
検
査
実
施
を
認
め
る
か

ど
う
か
。
委
員
か
ら
は
更
な
る
検

討
等
を
求
め
る
意
見
が
相
次
ぎ
、

同
分
科
会
と
し
て
方
向
性
を
打
ち

出
す
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

同
省
で
は
、「
主
な
意
見
等
の

整
理
」
に
関
し
て
八
月
十
五
日
ま

で
国
民
か
ら
意
見
を
募
集
し
、
そ

れ
ら
の
意
見
も
踏
ま
え
今
後
の
方

針
を
決
定
す
る
意
向
の
よ
う
だ
。

同
省
に
よ
る
と
、
期
間
中
に
六
十

七
件
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ

の
う
ち
入
学
者
選
抜
に
関
し
て
は

受
験
競
争
の
低
年
齢
化
に
つ
な
が

ら
な
い
よ
う
選
抜
方
法
に
配
慮
す

べ
き
だ
と
の
意
見
や
、
入
学
後
の

学
力
差
等
か
ら
学
力
検
査
の
必
要

性
を
述
べ
る
意
見
が
見
ら
れ
た
。

平平
成成
２２３３
年年
度度
学学
校校
基基
本本
調調
査査
速速
報報
公公
表表

文

部

科
学
省

大
震
災
の

影
響
か
ら

被
災
３
県
の
数
値
反
映
せ
ず

高
校
等
へ

の

進
学
率
９８
・
２
％

経常費補助等の
大幅な増額決議
奈良県で私学振興大会

教
員
免
許
制
度
等
検
討

基
本
制
度
Ｗ
Ｇ
が
始
動

教教
育育
改改
革革
のの
動動
向向
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全
国
私
立
学
校
審
議
会
連
合
会

（
近
藤
彰
郎
会
長
�
東
京
都
私
立

学
校
審
議
会
長
）
は
、
六
月
二
十

四
日
、
東
京
・
市
ヶ
谷
の
私
学
会

館
で
理
事
会
を
開
き
、
平
成
二
十

二
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
報
告

を
承
認
し
、
平
成
二
十
三
年
度
事

業
計
画
、
同
予
算
を
決
め
た
。
十

月
十
三
、
十
四
の
両
日
、
愛
媛
県

松
山
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
す
る

第
六
十
六
回
総
会
に
報
告
す
る
。

二
十
三
年
度
事
業
計
画
は
、
私
立

学
校
審
議
会
の
在
り
方
及
び
運
営

に
つ
い
て
の
研
究
協
議
、
諸
法
令

基
準
等
に
関
す
る
研
究
、
関
係
所

轄
庁
に
対
す
る
請
願
・
建
議
に
関

す
る
対
策
等
が
柱
。
十
月
開
催
の

総
会
で
は
、
私
立
学
校
行
政
等
が

当
面
す
る
課
題
等
に
つ
い
て
、
学

校
種
別
に
三
つ
の
専
門
部
会
に
分

か
れ
て
協
議
、情
報
交
換
す
る
。昨

年
の
総
会
で
は
協
議
し
た
結
果
、

広
域
通
信
制
高
校
問
題
で
文
部
科

学
省
に
要
望
書
を
提
出
し
て
い

る
。
ま
た
昨
年
は
創
立
六
十
周
年

記
念
式
典
を
総
会
と
と
も
に
、
都

内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
し
て
い
る
。

全
国
私
学
退
職
金
団
体
連
合
会

（
会
長
�
森
本
純
生
・
財
団
法
人

群
馬
県
私
学
振
興
会
理
事
長
）

は
、
七
月
四
日
、
東
京
・
市
ヶ
谷

の
私
学
会
館
で
平
成
二
十
三
年
度

総
会
を
開
き
、
平
成
二
十
二
年
度

事
業
報
告
、
同
決
算
報
告
を
承
認

す
る
と
と
も
に
、
平
成
二
十
三
年

度
の
事
業
計
画
、
同
予
算
を
決
定

し
た
。
新
年
度
の
事
業
計
画
は
、

前
年
度
を
踏
襲
し
て
都
道
府
県
私

学
退
職
金
団
体
の
振
興
、
実
態
調

査
の
実
施
、
調
査
報
告
書
の
刊

行
、
研
修
事
業
な
ど
が
柱
。

公
益
法
人
制
度
改
革
に
関
し
て

は
、
各
都
道
府
県
私
学
退
職
金
団

体
が
行
う
退
職
資
金
給
付
事
業
は

基
本
的
に
は
公
益
認
定
を
目
指
し

て
い
る
が
、
公
益
事
業
比
率
な
ど

公
益
認
定
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
た

め
、
一
般
社
団
法
人
や
一
般
財
団

法
人
に
移
行
し
て
も
従
前
通
り
、

資
産
運
用
益
へ
の
利
子
課
税
に
つ

い
て
は
免
除
さ
れ
る
よ
う
、
政
府

等
に
要
望
し
て
い
く
方
針
。
ま
た

総
会
で
は
、
東
京
、
大
阪
、
千
葉

の
三
都
府
県
の
退
職
金
団
体
か
ら

公
益
法
人
改
革
へ
の
対
応
状
況
等

が
報
告
さ
れ
た
。

日
本
私
立
小
学
校
中
学
校
高
等

学
校
保
護
者
会
連
合
会
（
新
延
克

己
会
長
）
は
、
札
幌
市
内
の
ホ
テ

ル
で
七
月
八
日
に
総
会
を
、
翌
九

日
に
研
修
会
を
開
催
し
た
。「
魅

力
あ
る
私
学
を
支
え
る
た
め
に
～

が
ん
ば
ろ
う
日
本
・
が
ん
ば
れ
東

北
～
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
今
年
の

北
海
道
大
会
に
は
、
各
都
道
府
県

保
護
者
会
代
表
ら
百
人
を
超
え
る

関
係
者
が
出
席
、
日
本
私
立
中
学

高
等
学
校
連
合
会
の
吉
田
晋
会
長

ら
来
賓
多
数
が
出
席
し
た
。

総
会
で
は
平
成
二
十
二
年
度
の

事
業
報
告
・
同
決
算
報
告
等
を
承

認
し
た
ほ
か
、
平
成
二
十
三
年
度

事
業
計
画
、
同
予
算
書
を
決
定
し

た
。
今
年
度
の
事
業
計
画
は
、
従

来
通
り
、
私
立
学
校
振
興
対
策
を

事
業
の
柱
に
、
青
少
年
健
全
育
成

事
業
に
も
力
を
注
い
で
い
く
。
ま

た
関
係
団
体
と
の
連
絡
提
携
、
広

報
啓
蒙
活
動
等
を
実
施
す
る
。

総
会
後
の
懇
親
会
に
は
自
由
民

主
党
の
谷
垣
禎
一
総
裁
の
代
理
で

下
村
博
文
・
文
部
科
学
部
会
長

が
、
ま
た
、
地
元
選
出
の
町
村
信

孝
・
元
文
部
大
臣
も
出
席
し
た
。

全
国
私
立
看
護
高
等
学
校
協
会

（
会
長
�
佐
藤
仁
作
・
仁
愛
高
校

長
）
は
、
六
月
二
十
日
、
東
京
・

市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
総
会
を
開

き
、平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画
、

同
予
算
を
決
め
た
ほ
か
、
二
十
二

年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
報
告
を

承
認
し
た
。
こ
の
日
は
指
導
助
言

者
と
し
て
文
部
科
学
省
の
福
村
知

加
子
・
児
童
生
徒
課
産
業
教
育
振

興
室
教
科
調
査
官
が
出
席
、
看
護

に
関
す
る
学
科
を
取
り
巻
く
情
勢

と
新
教
育
課
程
編
成
上
の
課
題
に

つ
い
て
講
演
し
た
。
福
村
氏
は
高

校
と
専
攻
科
の
五
年
一
貫
教
育
が

ほ
か
の
養
成
機
関
と
遜
色
が
な
い

と
見
ら
れ
る
よ
う
、
厚
生
労
働
省

が
発
表
し
た
看
護
師
に
求
め
ら
れ

る
実
践
能
力
と
卒
業
時
の
到
達
目

標
に
つ
い
て
考
え
て
ほ
し
い
な
ど

と
語
っ
た
。
新
年
度
の
事
業
計
画

は
前
年
度
を
踏
襲
し
、
私
立
高
等

学
校
の
看
護
教
育
の
振
興
発
展
に

関
す
る
事
業
、
進
路
対
策
、
助
成

対
策
、
実
態
調
査
の
実
施
等
が

柱
。
福
村
教
科
調
査
官
を
交
え
て

行
わ
れ
た
研
究
協
議
や
情
報
交
換

で
は
、
実
習
病
院
や
高
校
の
看
護

教
員
の
確
保
の
難
し
さ
な
ど
が
参

加
者
か
ら
次
々
と
報
告
さ
れ
た
。

全審連

理
事
会
で
事
業
計
画
な
ど

決
定

１０
月
１３
・
１４
日
に
松
山
で
総
会

全退連
公
益
認
定

な
く
て
も

従
前
通
り
非
課
税
措
置

政
府
に
要
望
の
方
針
総
会
で
決
定

��日私学保連��

札幌市内で総会
と研修会を開催

��全私看護高校協��

総会で事業計画決
め

教員確保
などで情報交換
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財
団
法
人
日
本
私
学
教
育
研
究

所
の
私
立
学
校
専
門
研
修
会
・
法

人
管
理
事
務
運
営
部
会
が
七
月
一

日
、
東
京
・
私
学
会
館
で
開
か
れ
、

管
理
事
務
職
員
ら
六
十
余
名
が
参

加
し
た
。

研
究
の
ね
ら
い
は
「
選
ば
れ
る

私
学
を
め
ざ
す
組
織
づ
く
り
～
学

校
改
革
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

～
」
と
し
、
東
京
海
上
日
動
リ
ス

ク
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

・
上
席

主
席
研
究
員
の
茂
木
寿
氏
に
よ
る

「
学
校
を
取
り
巻
く
リ
ス
ク
と
そ

の
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
題
し
た

講
演
で
は
、
学
校
で
実
際
に
起
こ

る
事
故
と
そ
の
対
応
方
法
に
つ
い

て
詳
細
な
説
明
が
行
わ
れ
た
。
ま

た
、
常
盤
木
学
園
高
等
学
校
理
事

長
・
校
長
の
松
良
千
廣
氏
の
講
演

「
脱
民
主
化
と
サ
ー
ビ
ス
業
と
し

て
の
学
校
改
革
」
で
は
、
労
働
組

合
と
の
交
渉
な
ど
の
実
例
を
挙
げ

な
が
ら
学
校
改
革
の
具
体
的
取
り

組
み
に
関
す
る
報
告
が
行
わ
れ

た
。更

に
、
両
講
演
を
受
け
、
参
加

者
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
各
学
校
が
抱
え
る
課
題

等
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
・
情
報

交
換
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
を
交

流
会
（
全
体
会
）
で
報
告
す
る
と

と
も
に
懇
親
の
中
で
共
有
し
た
。

第
５９
回
全
国
私
学
教
育
研
究
集

会
・
群
馬
大
会
は
十
月
二
十
七
・

二
十
八
日
の
両
日
、
群
馬
県
高
崎

市
の
群
馬
音
楽
セ
ン

タ
ー
、
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
高
崎
及

び
エ
テ
ル
ナ
高
崎
を
会
場
に
開
か

れ
る
。
日
私
教
研
及
び
�
私
学
研

修
福
祉
会
の
共
催
。
後
援
は
群
馬

県
、
高
崎
市
等
。
全
国
か
ら
約
六

百
名
の
私
立
中
学
高
等
学
校
の
教

員
等
が
参
加
す
る
予
定
。「
日
本
の

未
来
を
拓
く
私
学
教
育
」
が
研
究

目
標
で
、
私
学
経
営
、教
育
課
程
、

法
人
管
理
事
務
運
営
、
進
路
指
導
、

国
際
理
解
教
育
、特
色
教
育
の
六

部
会
が
開
か
れ
る
。
初
日
の
全
体

集
会
で
は
吉
田
晋
・
中
高
連
会
長

（
日
私
教
研
理
事
長
）
が
中
高
連

・
日
私
教
研
の
事
業
と
今
後
の
私

学
教
育
へ
の
取
り
組
み
を
報
告
。

�
群
馬
交
響
楽
団
・
常
務
理
事
の

五
十
嵐
靖
男
氏
が
「
音
楽
に
よ
る

情
操
教
育
の
向
上
と
普
及
～
県
民

と
と
も
に
歩
む
群

馬
交
響
楽
団
～
」

の
テ
ー
マ
で
講
演

し
た
後
、
群
馬
交
響
楽
団
の
演
奏

が
行
わ
れ
る
。
二
日
目
は
終
日
部

会
で
の
研
究
協
議
で
、
講
演
や
研

究
発
表
等
が
行
わ
れ
る
。

教
育
政
策
課
題
毎
に
部
会
を
設

け
て
実
施
す
る
「
私
立
学
校
専
門

研
修
会
」
の
う
ち
、「
次
世
代
リ

ー
ダ
ー
育
成
部
会
」
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
る
（
５０
名
）。
次
世

代
リ
ー
ダ
ー
育
成
部
会
は
十
一
月

四
日
、
東
京
・
私
学
会
館
で
、「
私

立
学
校
の
未
来
を
担
う
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
」
を
研
究
の
ね
ら
い
に
、
私
立

中
学
高
等
学
校
の
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ

ー
（
理
事
長
・
校
長
の
新
任
者
）

を
始
め
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
を
志

す
管
理
職
・
教
員
等
、
新
任
者
・

候
補
者
・
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る

現
職
の
理
事
長
・
校
長
等
を
対
象

に
実
施
す
る
。
主
な
内
容
と
し

て
、
石
川
明
・
日
本
私
立
学
校
振

興
・
共
済
事
業
団
理
事
に
よ
る
講

演
「
我
が
国
の
高
等
教
育
に
求
め

ら
れ
る
も
の
�
中
等
教
育
と
の
関

係
を
意
識
し
な
が
ら
�
」、
吉
田

晋
・
富
士
見
丘
中
学
高
等
学
校
理

事
長
・
校
長
に
よ
る
講
話
「
次
世

代
リ
ー
ダ
ー
へ
の
期
待
～
人
を
育

て
る
仲
間
づ
く
り
」、
近
藤
彰
郎

・
八
雲
学
園
中
学
高
等
学
校
理
事

長
・
校
長
に
よ
る
講
演
「
私
立
学

校
の
リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
力

と
は
」、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
研

究
の
ね
ら
い
を
テ
ー
マ
に
、
第
一

部
は
西
村
弘
子
・
田
園
調
布
学
園

中
高
等
部
校
長
、
工
藤
誠
一
・
聖

光
学
院
中
学
高
等
学
校
校
長
、
山

中
幸
平
・
山
中
学
園
理
事
長
の
私

学
の
リ
ー
ダ
ー
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
、
第
二
部

は
意
見
交
換
会
（
全
体
討
議
）、

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
パ
ワ
ー

ラ
ン
チ
、
教
育
懇
談
会
、
開
成
中

学
高
等
学
校
（
東
京
都
荒
川
区
）

を
視
察
す
る
。
申
込
締
切
日
は
十

月
二
十
一
日
。
実
施
案
内
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

北
海
道
・
東
北
地
区
（
８
／
３

～
５
）
�
東
日
本
大
震
災
で
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
宮
城
県
が
担
当

す
る
研
修
会
は
、松
良
千
廣
・
宮
城

県
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
会

長
を
始
め
運
営
委
員
の
尽
力
に
よ

り
、
当
初
の
予
定
通
り
仙
台
市
で

開
催
さ
れ
、
七
十
五
名
が
参
加
し

た
。「
生
涯
輝
く
教
師
で
あ
り
続

け
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、「
私

学
教
育
の
可
能
性
」
等
四
つ
の
講

義
と
五
つ
の
テ
ー
マ
別
分
科
会
等

で
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
新
任
者
の

仲
間
づ
く
り
の
場
と
な
っ
た
。
来

年
度
は
秋
田
県
で
開
催
予
定
。

中
国
・
四
国
地
区
（
８
／
８
～

１０
）
�
岡
山
県
岡
山
市
で
の
研
修

会
に
は
九
県
・
百
二
十
四
名
が
参

加
、「
私
学
人
の
使
命
」
等
四
つ

の
講
演
と
生
徒
指
導
・
教
科
別
分

散
会
、教
育
懇
談
会
を
実
施
・
交
流

し
た
。来
年
度
は
愛
媛
県
で
開
催

予
定
。

近
畿
地
区
（
８
／
１７
～
１８
）
�

大
阪
府
大
阪
市
で
の
研
修
会
に
は

六
府
県
・
九
十
八
名
が
参
加
し

た
。「
私
学
で
教
え
る
こ
と
」「
授

業
ス
キ
ル
」
等
三
つ
の
講
義
と
先

輩
教
員
に
よ
る
体
験
発
表
、
分
散

会
、
経
験
交
流
会
等
が
展
開
さ
れ

た
。

私
立
学
校

専
門
研
修
会

法
人
管
理
事
務
運
営
部
会
６０
余
名
が

参
加
、終
了

専
門
研
修
会

今
後
の
開
催
予
定

１１
月
４
日
に
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
部
会

全
国
私
学
教
育

研

究

集

会

１０
月
２７
・
２８
日
、
高
崎
市
で
開
催

北
海
道
・
東
北
地
区
、

中
国
・
四
国
地
区
等
で

初
任
研
開
催

日日
私私
教教
研研
だだ
よよ
りり

（８）平成２３年８月３１日私 学 時 報（第三種郵便物認可）第１２０９号


